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10月の主な活動
	 1日	 県央地協意見交換会

	11日	 県議会議員懇談会

	13日	 第12回四役会議
	 	 第12回執行委員会

	23日	 地域活性化フォーラム
	 	（2022にいがたワーク&
	 	 	ライフフォーラム	in	柏崎）

	28日	 連合新潟
	 	 　第32回年次大会

　

連
合
新
潟
は
、
２
０
１
４
年

度
に
策
定
し
た
「
連
合
新
潟
第

４
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計

画
」
の
２
０
２
０
年
度
ま
で
の

計
画
達
成
に
向
け
て
、
構
成
組

織
・
地
域
協
議
会
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
３
つ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
目
標
と
、
そ
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
の

取
り
組
み
結
果
を
含
む
検
証

の
ま
と
め
は
、
連
合
新
潟
第

32
回
年
次
大
会
の
議
案
書
に

掲
載
し
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
は
道
半
ば

誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
認
め
合
い
、
共
生
し
て
い
け
る

社
会
を
め
ざ
し
、
計
画
を
実
行
し
て
い
こ
う

「
連
合
新
潟
第
４
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
」の
結
果
の
検
証
ま
と
め

勇
気
を
も
っ
て
踏
み
出
そ
う
！

～
今
ま
で
の
“
当
た
り
前
”
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
～

連
合
新
潟
女
性
委
員
会

「
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
初
開
催

地協総会日程
地協名 開催日時 会　　　場
下 越 11月18日（金）� 15：00 イクネスしばた
新 潟 11月11日（金）� 18：30 ガレッソホール
佐 渡 11月11日（金）� 18：30 新潟交通佐和田ビル
県 央 11月24日（木）� 18：15 リサーチコア
中 越 11月16日（水）� 15：00 ホテルニューオータニ長岡
柏 崎 11月28日（月）� 18：30 柏崎市産業文化会館
上 越 11月11日（金）� 15：00 ホテルハイマート

【
目
標
１
】

　

執
行
委
員
会
に
お
い
て
２
０

２
０
年
度
（
第
30
回
定
期
大

会
）
ま
で
に
女
性
参
画
率
を
30

％
と
す
る
こ
と
。

　

結
果
　�

女
性
枠
を
設
け
参
画
率

の
向
上
を
図
り
、
女
性
役
員
比

率
は
直
近
で
23
・
７
％
に
向
上

し
た
も
の
の
、
数
値
目
標
に
は

達
し
な
か
っ
た
。

【
目
標
２
】

　

決
議
機
関
へ
の
女
性
参
画
率

の
目
標
を
30
％
と
し
、
出
席
率

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

　

結
果
　�

連
合
新
潟
の
大
会
に
お

け
る
構
成
組
織
ご
と
の
代
議
員

数
に
女
性
定
数
を
設
け
、
参
画

率
の
向
上
に
努
め
た
が
、
第
31

回
定
期
大
会
（
２
０
２
１
年
10

月
28
日
開
催
）
の
女
性
参
画
率

は
14
・
２
％
と
数
値
目
標
に
は

達
し
な
か
っ
た
。

【
目
標
３
】

　

専
門
委
員
会
と
し
て
「
男
女

平
等
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

女
性
の
参
画
問
題
、
女
性
労
働

問
題
、
男
女
平
等
政
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

結
果
　�

連
合
新
潟
で
は
、
第
４

次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
を

取
り
組
む
以
前
か
ら
男
女
平
等

委
員
会
（
現
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
委
員
会
）
を
設
置
し
、

活
動
を
進
め
て
き
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
第
４
次

男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
の
開

始
時
に
比
べ
、
決
議
機
関
へ
の

女
性
の
出
席
や
女
性
役
員

を
選
出
し
て
い
る
構
成
組

織
は
確
実
に
増
え
、
男
女

平
等
参
画
の
運
動
は
前
進

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

組
合
役
員
や
決
議
機
関
で

の
女
性
比
率
は
け
っ
し
て

高
く
な
い
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
男
女
平
等
参
画
の

必
要
性
な
ど
を
説
明
し
継

続
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
男
女
平
等

だ
け
で
な
く
、
今
後
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
多
様
性

の
尊
重
も
含
め
運
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
次
期

計
画
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
１
」
を
策

定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
構
成
組
織
、
加
盟
組

合
に
お
い
て
も
女
性
の
参
画
率

向
上
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り

組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
行
っ
て
い
る
新
潟

県
へ
の
次
年
度
予
算
要
望
に
向

け
、
第
17
回
推
薦
県
議
会
議
員

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
新
潟
県
へ
の
予

算
要
望
書
は
、
各
構
成
組
織
か

ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ

れ
る
政
策
委
員
会
で
論
議
さ
れ

た
後
、
執
行
委
員
会
で
確
認
し
、

新
潟
県
知
事
へ
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
予
算
要
望
書
を
知
事
に

手
交
す
る
に
あ
た
り
、
推
薦
県

会
議
員
に
対
し
て
要
望
書
の
内

容
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
政

策
実
現
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
県
議

会
議
員
懇
談
会
で
は
主
に
、
物

価
高
対
策
、
教
職
員
不
足
・
未

配
置
の
解
消
に
関
す
る
取
り
組

み
、
未
払
い
賃
金
な
ど
が
顕
在

化
し
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習

生
へ
の
相
談
対
応
、
子
育
て
支

援
対
策
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で

女
性
の
就
労
を
取
り
巻
く
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
来
年
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る
第
20
回
統
一
地
方
選
挙

に
関
わ
る
連
合
新
潟
の
推
薦
手

続
き
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

新
人
の
発
掘
や
各
党
内
で
の
情

報
共
有
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
推
薦
県
議
会
議
員
と

連
携
し
、
働
く
者
の
立
場
か
ら

県
議
会
や
要
請
に
よ
り
新
潟
県

へ
意
見
提
起
し
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
10
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
、
連
合
新
潟
女
性
委
員
会
が
主
催

す
る
「
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
構
成
組
織
・

地
域
協
議
会
女
性
代
表
者
会
議
」
と
し

連合新潟における女性参画の推移
（女性数、女性比率） 2014年 2016年 2018年 2020年
執 行 委 員 数 5名 8名 9名 9名
執行委員数比率 12.8％ 20.0％ 23.1％ 24.3％
三 役 数 1名 2名 2名 2名
副 事 務 局 長 数 0名 0名 1名 1名
大 会 代 議 員 数 4名 55名 23名 42名
大会代議員数比率 2.3％ 30.9％ 13.6％ 25.8％
地 方 委 員 数 4名 21名 24名 21名
地方委員数比率 4.4％ 23.6％ 28.6％ 25.0％

て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
か

ら
、
女
性
代
表
者
会
議
と
い
う
会
合
名

が
重
た
い
と
の
声
が
挙
が
っ
て
い
た
た

め
、
女
性
委
員
会
が
「
女
性
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
講
師
の
連
合
新
潟
・
桑
原

副
事
務
局
長
が
、
自
身
の
専
従
経
験
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
女
性
参
画
の
必
要
性

と
、
仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
な
ど
を
語

り
、
そ
の
後
の
質
疑
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
悩

み
の
共
有
や
参
画
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
な
ど
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
仲
間
を
増
や
し
、
女
性
参
画
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

女
性
委
員
会
で
は
、
労
働
組
合
に
女

性
も
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
追

求
し
な
が
ら
、
女
性
組
合
員
同
士
の
交

流
を
は
か
り
、
男
女
平
等
参
画
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
浸
透
を
は
か
っ

て
い
き
ま
す
。

2022年度は全国118団体へ総額87,750,000円の助成が決まりました。
このうち新潟県内は次の４団体が対象となりました。

○ＮＰＯ法人 アジアクラフトリンク （助成金額：50万円、助成回数：初）
○荻川を花いっぱいにする会 （助成金額：10万円、助成回数：初）
○ＮＰＯ法人 教員サポートSmileういんず （助成金額：50万円、助成回数：２回目）
○ＮＰＯ法人 サードフィールドさど （助成金額：20万円、助成回数：初）
今月は『荻川を花いっぱいにする会』をご紹介いたします。

「連合・愛のカンパ」は、「自由、平等、公正で平和な世界の実現」に向けた社会
貢献活動として取り組むもので、 NGO・NPO団体などの事業・プログラムへの支援、
および自然災害などによる被災者に対する救援・支援を目的としています。

2022年度 連合・愛のカンパ
新潟県内の支援団体が決定しました

○荻川を花いっぱいにする会（助成回数：初）
　　　　助成金額 10万円
　　　　新潟市秋葉区車場1-21-30
　　　　代表者：東城　昌司
団体からのメッセージ：この度は、助成金
を賜り心より感謝申し上げます。
　私たちの会は、地域美化活動を通じて
青少年の健全育成につなげることを目的
にして、地元のJR駅構内や警察署・郵
便局などへ、小中学生と警察官・自治体
職員・郵便局員の皆さんと一緒に、春は
花の苗、秋はチューリップ球根の植え付
作業を33年間続けています。
　33年前に30人で発足した会ですが、徐々に会員を増やし、現在は160人を超える
会員数となりました。しかしコロナ以降、新規加入活動は難しく、会員数の減少が続
いています。また、作業員の高齢化などにより、水やりや草取りなどの日常活動も困
難になっています。更に、感染拡大防止の観点から小中学生と一緒に作業ができず、
花の苗・チューリップ球根の数を減らすなどして、活動規模を縮小しています。
　いただいた助成金は、33年間続いているこの活動を更に前に進め、地域が笑顔で
いっぱいになるよう、新規会員の拡大を目的にした広報活動に使わせていただきます。
　本当にありがとうございました。

第
17
回
推
薦
県
議
会
議
員
懇
談
会

働
く
も
の
の
視
点
で
、
県
政
運
営
を



連　　　合　　　新　　　潟

柏崎地協では、仕事帰りの人にアピール

新潟地協はイベント会場でも周知しました

積極的に発言する県央地協役員の皆さん

新潟から参加の４人。左から２番目が小嶋雅代さん

36%

64%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まだありません

あります

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）
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こ
の
機
関
紙
が

発
行
さ
れ
る
時
期

は
、
新
潟
市
長
選

の
只
中
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
は
よ
ほ

ど
の
事
が
な
い
限

り
４
年
前
か
ら
選

挙
時
期
も
決
ま
っ
て
い
て
、
候

補
者
が
政
令
市
で
あ
る
新
潟
市

の
将
来
像
を
語
り
、
有
権
者
は

そ
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
、
一
票

を
投
じ
る
大
切
な
機
会
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
立
候
補
を
表
明

す
る
人
が
現
職
以
外
に
な
か
な

か
現
れ
な
か
っ
た
。
政
令
市
で

あ
る
新
潟
市
の
未
来
を
決
め
る

大
切
な
選
挙
だ
。
無
投
票
を
阻

止
す
る
た
め
だ
け
の
選
挙
だ
っ

た
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、
有
権

者
の
琴
線
に
触
れ
る
よ
う
な
訴

え
を
期
待
し
た
い
。�

（
Ｔ
）

９月ホームページアンケート結果発表
質問：９月のHPアンケートは、「ボランティア活動に参加
したことはありますか？」でした。
　結果は、「参加経験あり」が「未経験」を上回りました。
ボランティア元年と言われる1995年の阪神・淡路大震災や、
2004年中越地震、2011年東日本大震災などの経験を教訓と
し、災害ボランティアとその体制づくりの重要さが認識さ
れてきました。職場でも災害時でも、困ったときはお互い
様の考えを大切にしていきたいですね。
　さて、10月の連合新潟HPアンケートは、皆さんにとっ
ての「○○の秋」です。連合新潟ホームページから投票し
てください！

２
０
２
２
年
度 

連
合
新
潟
・
県
央
地
協
意
見
交
換
会

２
０
２
２
平
和
行
動
in
根
室
に
参
加
し
て

                          

９
月
９
日
～
12
日

�

（
佐
渡
地
協
　
小
嶋�

雅
代
）

　
「
北
方
領
土
」
と
は
ニ
ュ
ー

ス
で
聞
く
言
葉
で
し
た
が
、
実

際
に
平
和
行
動
に
参
加
す
る
機

会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変

有
意
義
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
北
海
道
の
大
自
然

は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
野
生
動
物
を
見
つ
け
感
動
で

は
し
ゃ
ぎ
、
快
晴
の
朝
日
や
夕

暮
れ
の
美
し
さ
、
街
全
体
の
濃

霧
な
ど
、
佐
渡
で
は
得
ら
れ
な

い
感
動
に
心
が
洗
わ
れ
た
日
々

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
の
最
低
賃
金

引
き
上
げ
を
周
知
す
る
た
め
に
、

９
月
13
日
か
ら
街
宣
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
地
域
協

議
会
の
協
力
の
も
と
、
街
宣
車

が
県
内
各
地
を
回
っ
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
配
布
が
ま
だ
難
し
い
こ

と
も
あ
り
、
高
田
公
園
、
神
道

山
公
園
、
寺
泊
魚
の
市
場
、
道

の
駅
と
い
っ
た
、
人
の
集
ま
る

と
こ
ろ
を
中
心
に
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
手
振
り
な
ど
も
し
な
が

ら
街
宣
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

柏
崎
地
域
で
は
佐
藤
正
典
市

議
、
秋
間
一
英
市
議
が
マ
イ
ク

　

10
月
１
日
、
燕
三
条
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
リ
サ
ー
チ

コ
ア
に
て
、
連
合
新
潟
・
県
央

地
協
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
か
ら
は
牧
野
会
長

は
じ
め
県
央
地
協
担
当
の
岡
島

副
会
長（
日
教
組
）、副
担
当
の

飛
田
副
会
長
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）

を
含
め
８
人
が
、
県
央
地
協
か

ら
は
田
中
議
長
は
じ
め
四
役
等

の
７
人
が
参
加
し
、
３
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

を
握
り
、
最
低
賃
金
改
定
だ
け

で
な
く
、
全
国
平
均
よ
り
低
い

新
潟
県
の
最
低
賃
金
の
現
状
や
、

経
済
の
好
循
環
の
た
め
に
、
そ

し
て
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
の
た

め
に
さ
ら
な
る
賃
金
引
き
上
げ

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
県
央
地
域
で
は
田

中
議
長
を
は
じ
め
と
し
た
県
央

地
協
の
メ
ン
バ
ー
と
杉
井
旬
県

議
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
の
丸
山
新
潟

県
最
低
賃
金
審
議
会
委
員
が
、

最
低
賃
金
改
定
を
道
行
く
人
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
今
回
の
街
宣

行
動
以
降
も
最
低
賃
金
違
反
を

な
く
す
た
め
に
改
定
の
周
知
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

あなたの給料が最低賃金をクリアしているかチェック‼
１時間あたりの金額に変換し、実際に比較しよう

まずは、あなたの職場の「所定労働時間」や「所定労働日数」を調べま
しょう。就業規則や契約書等からわかります。それをもとに、以下
の計算式で算出した金額と最低賃金額とを比較します。
時給の人⇒時給額そのままでOK！
日給の人⇒日給額÷（１日の所定労働時間）
月給の人⇒月給額÷（１日の所定労働時間×年間所定労働日数÷12）
※最低賃金との比較対象になるのは、基本給＋諸手当（精皆勤手当・通勤手当・家族手当は除く）
　ボーナスや残業代、その他臨時の手当は含まれません。
　諸手当に固定残業代が含まれている場合、残業代分はマイナスして計算してください。

　

学
習
会
で
は
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
島
」
の
上
映
に
精
神
が
壊
れ

る
子
ど
も
達
と
姿
を
重
ね
号
泣

し
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
島
民
の
方
か
ら
の
お
話
を

伺
い
、「
お
墓
参
り
に
行
け
な

い
」「
帰
島
す
る
機
会
が
３
回

あ
っ
た
が
、
悪
天
候
や
あ
と
１

ｍ
で
島
に
上
陸
で
き
る
所
ま
で

近
づ
け
て
も
、
昆
布
が
邪
魔
を

し
て
上
陸
で
き
な
か
っ
た
」
と

悔
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

納
沙
布
岬
か
ら
３
・
７
キ
ロ
。

「
泳
げ
そ
う
な
距
離
な
の
に
な
」

と
思
い
な
が
ら
眺
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
上
陸
で
き
る
島
が

１
ｍ
先
に
あ
れ
ば
、
私
は
飛
び

込
ん
で
で
も
行
っ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
し
た
。
同
時
に
そ
う
で

き
な
い
く
ら
い
長
い
時
間
が
経

過
し
て
い
る
事
を
島
民
の
容
姿

か
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

拉
致
被
害
者
の
曽
我
ひ
と
み

さ
ん
や
蓮
池
薫
さ
ん
か
ら
伺
っ

た
「
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

日
本
」「
突
然
奪
わ
れ
た
日
常

生
活
」「
明
日
の
命
も
わ
か
ら

な
い
環
境
で
過
ご
す
状
況
」
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

北
方
領
土
問
題
も
拉
致
問
題

も
当
事
者
の
方
々
の
気
持
ち
を

尊
重
し
、
解
決
に
結
び
つ
く
よ

う
、
平
和
行
動
を
広
げ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆

さ
ん
に
平
和
行
動
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

胎内市議会議員選挙結果
投開票日９月18日・定数（16）
（　）は当選回数　○内は当選順位

当選（３）　佐 藤　陽 志 1,748票①
当選（５）　薄 田　　 智 1,411票②
当選（６）　渡 辺　宏 行 916票④

ご支援、ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
「
組
織
拡
大
」
に
関

し
て
、
目
標
値
や
渡
邉
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
と
県
央
地
協
事
務
局

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
訪
問

に
つ
い
て
の
報
告
と
訪
問
の
際

の
必
要
機
材
に
つ
い
て
も
要
望

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
「
推
進
分
野
２
関
連
」

と
し
て
地
協
で
の
推
薦
首
長
、

連
携
議
員
と
の
関
係
強
化
に
つ

い
て
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
連

携
の
必
要
性
や
推
薦
・
支
持
に

あ
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
県
央
地
協
の
活

動
」
に
つ
い
て
、
県
央
地
協
か

ら
、
７
月
に
開
催
し
た
地
協
委

員
会
の
議
案
書
を
も
と
に
活
動

方
針
と
次
年
度
の
目
標
に
つ
い

て
説
明
し
、
県
央
地
協
が
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
教
育

宣
伝
活
動
に
つ
い
て
、
出
席
者

か
ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
央
地
協
の
出
席
者
か
ら
も

意
見
交
換
会
は
連
合
新
潟
の

「
顔
」
が
見
え
、
地
協
と
し
て

は
大
変
嬉
し
く
、
心
強
い
取
組

み
と
感
じ
て
い
る
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


